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11
月
24
日
に
11
月
臨
時
会
を
開
催
し
、

議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

11
月
臨
時
会

� （単位：千円）�

事務事業名 令和２年度
決算額 委 員 会 評 価

ふるさとおやべ
応援事業 55,714

　ふるさと納税については、魅力的な返礼品の開発やブラッシュアップ、情報発信の強化など、より一層の
工夫・改善に取り組むこと。また、市民を含め、市出身者や市関係者等に対して積極的にPRを行い、ふるさ
とおやべ応援寄附金のさらなる増額に努めること。

防災備蓄品
整備事業 4,959 　備蓄品については、アレルギー対応なども考慮して品揃えを整備すること。また、紙コップなど容器につ

いても必要なものをしっかり備蓄しておくこと。
商工業振興
対策事業 90,184 　創業者育成のインキュベーター事業については、施設使用者の営業実態の把握や更新時の創業意向の確認

を行い、市内での創業ができるよう指導・育成すること。

� （単位：千円）�

事務事業名 令和２年度
決算額 委 員 会 評 価

生活安全対策
事業 3,398

　防犯カメラ設置は、犯罪抑止に一定の効果が見込めることからより一層の制度周知を図ること。また、危
険箇所の調査を行い、要望箇所と合わせて、必要な箇所に防犯カメラが設置できるよう進めること。その際
には、地元負担となる設置コストや維持管理コストの軽減支援策も検討し、今後も継続的かつ効果的な予算
措置と執行に努めること。

妊娠・出産
包括支援事業 17,799

　制度の利用申請をオンライン化するなど簡素化し、今まで以上に母子に寄り添った仕組みにアップグレー
ドしていくこと。産後ケア事業、産後ヘルパー事業については、より気軽に利用できるように事業の具体的
な内容の周知に努めること。

介護予防・日常
生活支援推進
事業

34,941

　介護予防事業については、その成果を定量的に把握し、成果に対する費用対効果の低い事業は、取り止め・
見直しを行うこと。また、委託契約による事業は、成果と連動し委託料が変動する成果報酬型の委託契約に
変更するなど、限られた予算で最大の成果が得られるように努めること。そして、一層の事業周知を図り、
各介護予防事業へ高齢者の参加を促し、介護予防を推進していくこと。

総合保健福祉
センター改修
事業

17,124

　センターの修繕については、小まめな点検・管理を行うことで経費を必要最小限に抑えるよう努めること。
子育て世代包括支援センターについては、施設改修により子育て支援の強化にどの程度つながったのか、経
過をしっかり注視すること。今後の施設機能の見直しや社会ニーズの変化への対応は、効果的な予算執行が
求められることから、議論を重ねた上で検討を進めること。

令和２年度議会事務事業評価
　11月24日の全員協議会において、市議会より市当局へ議会事務事業評価の報告書を提出しました。
　今後、事務事業を見直す際の参考にするとともに各種施策の推進に向けて努力されるよう市当局に求めました。

総務産業建設常任委員会

民生文教常任委員会

11月臨時会で審議された議案等・議員別賛否状況
（賛否）○：賛成　×：反対

区　　分
（主な内容） 議決結果

林

　

　

登

竹
松
　
豊
一

出
合
　
和
仁

谷
口
　
　
巧

山
室
　
秀
隆

加
藤
　
幸
雄

義
浦
　
英
昭

吉
田
　
康
弘

藤
本
　
雅
明

白
井
　
　
中

福
島
　
正
力

中
田
　
正
樹

石
田
　
義
弘

嶋
田
　
幸
恵

沼
田
　
信
良

砂
田
　
喜
昭

条
例
の
改
正

議案第40号

小矢部市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期
末手当に関する条例及び市長等に対する給料等
の支給に関する条例の一部改正について
・令和３年度人事院勧告及び県の人事委員会勧告に
準じて改正するもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号

小矢部市職員の給与に関する条例及び小矢部市
一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部改正について	
・令和３年度人事院勧告及び県の人事委員会勧告に
準じて改正するもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24
日	

全
員
協
議
会

　
　

	

議
会
運
営
委
員
会

　
　

		

本
会
議（
提
案
理
由
説
明
・
質
疑
・

討
論
・
表
決
）

11
月
臨
時
会
の

審
　
議
　
経
　
過

多
年
（
議
員
在
職
35
年
以
上
）
に
わ
た

り
地
方
自
治
の
発
展
に
顕
著
な
功
労
が
あ

っ
た
と
し
て
、
総
務
大
臣
か
ら
砂
田
喜
昭

議
員
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
11
月
臨
時
会
に
て
吉
田

議
長
か
ら
砂
田
議
員
へ
感
謝
状
の
伝
達
を

行
い
ま
し
た
。

総
務
大
臣
感
謝
状
伝
達
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※補正予算の詳細については、市ホームページをご覧ください。

　

12
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
の
15
日
間
を
会
期
と
し
て
12
月
定
例
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
小
矢
部
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
、
小
矢
部

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て
な
ど
議
案
６
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
日
に
は
９
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
令
和
２
年
度
小
矢
部
市
水
道
事
業
会

計
剰
余
金
の
処
分
及
び
令
和
２
年
度
小
矢
部
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
議
案
８
件
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

（
会
期
15
日
間
）

3
日	

本
会
議
（
提
案
理
由
説
明
）

	

全
員
協
議
会

6
日	

議
案
調
査
日

7
日	

議
案
調
査
日

8
日	

議
案
調
査
日

9
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

本
会
議		（
代
表
・
一
般
質
問
）

10
日		

本
会
議
（
一
般
質
問
）

13
日	

地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

	

民
生
文
教
常
任
委
員
会

14
日	

公
共
施
設
再
編
特
別
委
員
会

	

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

15
日	

議
会
改
革
協
議
会

16
日	

議
案
調
査
日

17
日	
議
会
運
営
委
員
会

	
委
員
長
会
議

	

全
員
協
議
会

	

本
会
議
（
質
疑･
討
論･

表
決
他
）

12
月
定
例
会
の

審

議

経

過

　

令
和
２
年
度
小
矢
部
市
水
道
事
業
会
計
剰

余
金
の
処
分
に
つ
い
て
な
ど
８
議
案
の
審
査

が
終
了
し
た
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会
を
廃

止
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の
廃
止

◎�

小
矢
部
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
　

委
員
の
選
任
同
意

　
石い

し

尾お

　
博ひ

ろ

美み

　
氏
（
小
矢
部
町
）

人

事

案

件

令和３年度　議長交際費支出内訳表
令和３年４月〜令和３年 12 月（単位：円）

区　　分 件数 金　額 備　　考
1　慶弔・見舞費 9 184,630
①�御祝・寸志 3 42,300 祝賀会、記念行事、大会祝い金等

②�激　励　金 3 111,000 全国大会出場激励金等

③�見舞・香典 3 31,330 香典、生花等

2　協　　賛　　費 5 24,720 各種協賛費等

3　会費 ･懇談会費 1 29,160 各種団体との会議、懇親会費等

4　そ　　の　　他 16 129,254 訪問時・来客時記念品、お土産等

合　　　計 31 367,764
令和３年度予算額 1,100 ,000
執　行　率 33.43%

※小矢部市議会のホームページからもご覧になれます。

◎ 12月定例会補正予算の概要
議案第42号　令和３年度小矢部市一般会計補正予算（第６号）
　　補正額　4億6,036.4万円　累計予算額　143億9,871.7万円
≪主な事業≫
・指定管理施設支援事業費並びに森林総合利用施設管理費
� �210.0万円
　�公共施設の休館に伴う協力金の支給

・老人福祉対策費� 700.0万円
　�介護施設等におけるゾーニング環境の整備経費に対する補助金の支給

・子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費��1億9,648.6万円
　�高校生等までの子供がいる世帯に対する臨時特別給付金の支給

・新型コロナウイルスワクチン接種事業費� �1億4,200.0万円
　�新型コロナウイルスワクチンの３回目接種実施に係る経費

・定住促進対策事業費� �2,373.5万円
　�定住促進住宅取得助成金等の助成件数の増加によるもの

議案第43号　令和３年度小矢部市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　　補正額　1億4,162.6万円　累計予算額　 29億3,085.9万円
≪主な内容≫
　�国民健康保険システム改修費並びに保険給付費、決算の確定に伴う償
還金の増額
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12月定例会で審議された議案等・議員別賛否状況
（賛否）○：賛成　×：反対

区　　分
（主な内容） 議決結果

林
　
　
　
登

竹
松
　
豊
一

出
合
　
和
仁

谷
口
　
　
巧

山
室
　
秀
隆

加
藤
　
幸
雄

義
浦
　
英
昭

吉
田
　
康
弘

藤
本
　
雅
明

白
井
　
　
中

福
島
　
正
力

中
田
　
正
樹

石
田
　
義
弘

嶋
田
　
幸
恵

沼
田
　
信
良

砂
田
　
喜
昭

そ
の
他
議案第38号 令和２年度小矢部市水道事業会計剰余金の処

分について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決
算
認
定

認定第１号 令和２年度小矢部市一般会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第２号 令和２年度小矢部市公共用地先行取得事業特
別会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第３号 令和２年度小矢部市国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第４号 令和２年度小矢部市後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第５号 令和２年度小矢部市東部産業団地事業特別会
計歳入歳出決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第６号 令和２年度小矢部市水道事業会計決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第７号 令和２年度小矢部市下水道事業会計決算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

議案第42号 令和３年度小矢部市一般会計補正予算（第６号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号
令和３年度小矢部市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第２号）
（補正予算の概要は３ページを参照ください）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
例
の
改
正

議案第44号

小矢部市地域経済牽引事業の促進による地域の
成長発展の基盤強化に関する法律の施行に伴う
固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正
について	 	
・地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の
基盤強化に関する法律第26条の地方公共団体等を
定める省令の改正に伴い、関係部分について所要
の改正を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号

小矢部市営駐車場条例の一部改正について
・石動駅周辺駐車場の月間使用の運用について、石動
駅前駐車場と石動駅南第１駐車場において同一料
金体系制を導入するため、所要の改正を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号
小矢部市国民健康保険条例の一部改正について
・健康保険法施行令等の一部を改正する政令が公布
されたことに伴い、所要の改正を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
事 同意第４号

小矢部市固定資産評価審査委員会委員の選任
同意について
（人事案件の概要は３ページを参照ください）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意
見
書

議員提出
議案第４号

最低賃金の引き上げ及び中小企業支援拡充を
求める意見書
（内容については小矢部市議会ホームページを参照ください）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎ 12月臨時会補正予算の概要
議案第47号　令和３年度小矢部市一般会計補正予算（第７号）
　　補正額　4億7,105.9万円　累計予算額　148億6,977.6万円
≪主な事業≫
・�住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費
� �2億7,823.5万円
　�住民税非課税世帯や家計急変世帯に対する臨時特別給付金の支給
・子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費� �1億9,282.4万円
　��高校生等までの子供がいる世帯に対する臨時特別給付金の支給

　

12
月
22
日
に
12
月
臨
時
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
議
案
１
件
が
提
案
さ

れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

12
月
臨
時
会

12月臨時会で審議された議案等・議員別賛否状況
（賛否）○：賛成　×：反対

区　　分
（主な内容） 議決結果

林
　
　
　
登

竹
松
　
豊
一

出
合
　
和
仁

谷
口
　
　
巧

山
室
　
秀
隆

加
藤
　
幸
雄

義
浦
　
英
昭

吉
田
　
康
弘

藤
本
　
雅
明

白
井
　
　
中

福
島
　
正
力

中
田
　
正
樹

石
田
　
義
弘

嶋
田
　
幸
恵

沼
田
　
信
良

砂
田
　
喜
昭

補
正
予
算
議案第47号 令和３年度小矢部市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
表
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22
日	

全
員
協
議
会

　
　

	

議
会
運
営
委
員
会

　
　

		

本
会
議
（
提
案
理
由
説
明
・

質
疑
・
討
論
・
表
決
）

12
月
臨
時
会
の

審
議
経
過
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代
表
質
問

会
派「
誠せ

い

流り
ゅ
う

」

藤ふ
じ

本も
と　

雅ま
さ

明あ
き　

議
員

◎令和４年度小矢部市予算編成方針について
◎ＤＸ（デジタル改革）加速、グリーン社会の実現
◎コロナウイルス感染症対策について
◎小矢部市の最重要課題について

　
　
　

令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
令
和

４
年
度
の
税
収
見
込
み
、
今
後
の
実

質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
は

ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
の
か
問
う
。

市
長　

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
比

で
は
、
市
税
全
体
で
４
％
程
度
増
加

す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
推
計
で
は

あ
る
が
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
令

和
４
年
度
は
15
％
前
後
と
見
込
み
、

令
和
５
年
度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ

の
後
数
年
間
は
高
い
水
準
で
推
移
を

す
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
低
下
し

て
い
く
と
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

将
来
負
担
比
率
は
、
令
和
４
年
度
は

180
％
前
後
と
見
込
ん
で
お
り
、
令
和

２
年
度
決
算
数
値

196.7
％
を
ピ
ー
ク
に
、

令
和
３
年
度
以
降
は
徐
々
に
低
下
し

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

重
点
事
業
推
進
枠
を
五
つ
設

け
て
い
る
が
、
設
定
し
た
根
拠
に
つ

い
て
問
う
。

市
長　

「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
加
速
、
グ

リ
ー
ン
社
会
の
実
現
関
連
事
業
」
、

「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
関

連
事
業
」、「
本
市
へ
の
新
た
な
人
の

流
れ
の
強
化
に
向
け
た
地
方
創
生
推

進
事
業
」、「
公
共
施
設
の
長
寿
命

化
対
策
や
適
正
配
置
関
連
事
業
」は
、

国
が
令
和
４
年
度
の
地
方
財
政
の
課

題
と
し
て
い
る
こ
と
を
本
市
の
重
点

事
業
と
し
て
設
定
し
た
。
ま
た
、
令

和
４
年
度
に
本
市
が
市
制
施
行
60
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、「
市
制
施

行
60
周
年
記
念
関
連
事
業
」を
加
え
、

五
つ
の
推
進
枠
を
設
定
し
た
。

質
問　

「
新
た
な
財
源
の
発
掘
に
取

り
組
む
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
寄
附
額
の

多
寡
を
見
極
め
、
有
効
な
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
選
択
に
向
け
た
検
討
を
現

在
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
拡
大
や
新
た
な
施
設

命
名
権
の
販
売
に
向
け
て
、
企
業
訪

問
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
、
私
自
身

が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
な
ど
、

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

デ
ジ
タ
ル
変
革
の
内
容
と
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

主
に
住
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
用
い
て
申
請
を
行
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
子
育
て
に
関
す
る
15

の
手
続
や
介
護
に
関
す
る
11
の
手
続

な
ど
、
国
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
オ

ン
ラ
イ
ン
手
続
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

行
政
手
続
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
可
能

な
557
の
手
続
に
つ
い
て
も
、
令
和
７

年
度
末
ま
で
に
全
て
の
手
続
を
オ
ン

ラ
イ
ン
化
で
き
る
よ
う
、
庁
内
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
小
矢
部
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

っ
て
日
常
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
確
保
し
て
い
く
と
い
う
グ
リ
ー
ン

社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
い
て
も

2
0
5
0
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後

策
定
予
定
の
「
小
矢
部
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
区
域
施
策
編
」
に

て
具
体
的
な
方
向
性
を
示
し
た
い
。

ま
た
、
議
会
か
ら
も
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
日
こ
の
場
で
小
矢
部
市
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

　
　
　

第
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

ワ
ク
チ
ン
の
住
民
接
種
に
つ

い
て
は
、
最
も
早
く
２
回
目
接
種
が

完
了
し
た
時
期
が
６
月
５
日
で
あ
り
、

そ
の
８
か
月
経
過
後
の
令
和
４
年
２

月
５
日
以
降
に
３
回
目
接
種
が
可
能

と
な
る
。
現
時
点
に
お
け
る
基
本
的

な
方
針
と
し
て
、
先
行
し
て
市
内
医

療
機
関
で
の
個
別
接
種
を
来
年
２
月

14
日
か
ら
始
め
る
予
定
で
あ
り
、
集

団
接
種
も
３
月
中
旬
以
降
に
開
始
す

る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

小
矢
部
市
の
最
重
要
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

市
長　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

地
域
経
済
の
回
復
を
見
据
え
て
、
本

市
の
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
た
物

流
施
設
を
含
め
た
企
業
誘
致
に
一
層

積
極
的
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
も

本
市
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
て
き
た
人
口
対
策
に
対
し
て
も
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
税
収

の
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質
問

小矢部市「ゼロカー
ボンシティ」宣言

質
問

▲

動画配信中
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◎令和４年度の予算編成の概要・基本方針並びに本市の
　課題について　
◎令和３年度市民満足度調査結果について

　
　
　

国
は
約
55
兆
円
の
経
済
対
策

を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
急
激
な
社
会
経
済

環
境
の
変
化
の
中
、
本
市
に
お
い
て

も
新
年
度
に
向
け
た
新
た
な
対
策
に

つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

新
年
度
の
予
算
編
成
方
針
に

て
お
示
し
し
た
よ
う
に
、
長
期
化
す

る
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
民
の
生
活
と
命

を
守
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
５
つ
の
重

点
事
業
推
進
枠
を
設
け
、
重
点
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
新
た

な
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
予
算

編
成
作
業
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

国
の
補
正
予
算
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
経
済
対

策
な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と

も
に
、
今
後
示
さ
れ
る
国
の
令
和
４

年
度
地
方
財
政
対
策
に
も
注
視
し
な

が
ら
、
必
要
と
な
る
対
策
や
対
応
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

県
西
部
６
市
に
お
い
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
な
い
の
は
本
市
だ

け
と
な
っ
た
。
早
急
な
対
策
強
化
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

宿
泊
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
宿
泊
業
界
全
体
が

非
常
に
厳
し
い
情
勢
の
中
、
新
た
に

誘
致
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
は
決
し
て

容
易
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

他
方
で
、
市
内
に
宿
泊
施
設
が
少
な

い
こ
と
の
不
便
さ
を
訴
え
る
声
も
多

く
伺
っ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
の
誘
致

は
悲
願
で
も
あ
り
、
決
し
て
諦
め
る

こ
と
な
く
、
引
き
続
き
、
粘
り
強
く

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

３
回
目
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
が
市
民
に
好
評
だ
と
聞
い
て
い

る
が
、
新
年
度
も
継
続
す
る
予
定
か
。

市
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

に
つ
い
て
は
、
売
り
上
げ
の
増
加
や

新
規
顧
客
の
獲
得
な
ど
、
経
済
対
策

と
し
て
効
果
的
な
施
策
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
新
年
度
に
お
け
る
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
財
源
と
し

て
見
込
ま
れ
る
国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
関
連
団
体
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

厳
し
い
状
況
が
続
く
本
市
の

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
を
見
据

え
た
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　

正
常
値
の
範
囲
内
と
は
い
え
、

高
い
水
準
に
あ
る
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
見
通
し
、
ま
た
、
市
債
残
高

や
財
政
調
整
基
金
残
高
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
計
画
的
な
財
政
運
営

に
徹
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
歳
出
面
で
は
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
、
歳
入
面

で
は
幅
広
い
視
野
で
有
効
な
財
源
の

発
掘
に
知
恵
を
絞
る
な
ど
、
歳
入
歳

出
両
面
で
の
不
断
の
取
り
組
み
を
重

ね
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
「
市
債
の

借
り
入
れ
や
財
政
調
整
基
金
の
繰
り

入
れ
に
頼
ら
な
い
予
算
編
成
」
を
基

本
方
針
と
し
つ
つ
、
計
画
的
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

交
互
接
種
に
な
る
の
か
。

市
長　

本
市
の
３
回
目
接
種
で
使
用

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
見
通
し
で
は
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
が
６
割
程

度
、
武
田
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
が

４
割
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
交
互
接

種
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
市

と
し
て
は
、
国
や
県
に
対
し
、
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
量
、
交
互
接
種
の
安
全

性
に
つ
い
て
の
周
知
を
要
望
す
る
と

と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
が
円

滑
に
実
施
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。

質
問　

令
和
３
年
度
市
民
満
足
度
調

査
結
果
に
お
い
て
、
満
足
度
が
低
か

っ
た
３
項
目
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度

問
題
意
識
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
改

善
策
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

満
足
度
が
低
か
っ
た「
中
心

市
街
地
の
活
性
化
」、「
観
光
の
振

興
」、「
商
工
業
の
振
興
」の
３
項
目

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
期
待

が
非
常
に
大
き
い
分
野
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
た
。
こ
れ
ら
の
項

目
に
つ
い
て
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

民
間
の
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
朝
一
夕
に
は
解
決
が
難

し
い
課
題
と
捉
え
て
い
る
が
、
今
後

も
機
会
を
捉
え
て
、
関
係
団
体
等
の

意
見
に
耳
を
傾
け
、
粘
り
強
く
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

会
派「
市
民
報
徳
会
」

白し
ら

井い　
　

中
あ
た
る　

議
員

質
問

令和３年度市民満足度調査結果
（抜粋）

代
表
質
問

▲

動画配信中

市
長
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竹た
け

松ま
つ　

豊と
よ

一か
ず　

議
員

◎市民満足度調査の結果について
◎口腔ケアからの予防医療について　　
◎学校での働き方改革について
◎義仲・巴御前の大河ドラマ誘致について

▲

動画配信中

一
般
質
問

質
問　

加
越
線
跡
の
県
道
370
号

線
、
通
称
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
は
、
自
動
運
転
バ
ス
の
運
行

に
最
適
な
道
路
だ
と
思
う
が
。

民
生
部
長　

富
山
県
と
の
協
議

が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
運
行
に

必
要
な
道
路
整
備
も
必
要
で
あ

り
、
解
消
す
べ
き
課
題
も
多
い
。

質
問　

実
現
で
き
れ
ば
、
福
野

高
校
や
石
動
高
校
へ
の
通
学
に

便
利
で
、
南
砺
市
、
砺
波
市
か

ら
の
石
動
駅
利
用
者
増
な
ど
、

可
能
性
は
無
限
大
だ
と
考
え
る
。

民
生
部
長　

石
動
駅
は
交
通
の

結
節
点
で
あ
り
、
砺
波
市
や
南

砺
市
、
津
沢
・
藪
波
地
区
等
、

通
勤
や
通
学
、
生
活
目
的
の
移

動
で
の
利
便
性
は
高
く
な
る
。

質
問　

来
年
で
加
越
線
全
線
開

通
か
ら
100
年
経
つ
。
地
域
交
通

網
の
整
備
、
課
題
解
決
の
た
め
、

県
の
地
域
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
と
の

連
携
を
含
め
て
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
。

市
長　

自
動
運
転
バ
ス
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る
時
期

が
来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

課
題
を
整
理
し
、
必
要
性
を
含

め
、
し
っ
か
り
と
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

質
問　

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
と
地

域
づ
く
り
で
の
提
携
や
ブ
ラ
ン

ド
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長　

「
世
界
の
ゴ
ー
ル

ド
ウ
イ
ン
」
で
あ
り
、
誇
り
に

感
じ
て
い
る
。
可
能
な
限
り
大

い
に
連
携
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
の
提

携
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ザ
・
ノ
ー

ス
・
フ
ェ
イ
ス
や
ヘ
リ
ー
ハ
ン

セ
ン
等
と
通
学
用
バ
ッ
ク
パ
ッ

ク
を
共
同
開
発
で
き
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

技
術
的
素
地

は
十
分
に
あ
る
。
し
か
し
、
バ

ッ
ク
パ
ッ
ク
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
の
理
解
、
経
費
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
共
同
開
発

は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

子
育
て
支
援
、
ラ
ン
ド

セ
ル
格
差
の
解
消
に
加
え
、
定

住
促
進
や
市
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
る
の
で
、
取
り
組
む

価
値
は
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

魅
力
発
信
の

一
助
に
は
な
る
と
考
え
る
が
、

保
護
者
の
理
解
や
予
算
の
確
保

が
必
要
で
あ
り
、
現
段
階
で
は

考
え
て
い
な
い
。

◎自動運転の実証実験について
◎新入生へのランドセルの支給について
◎市指定有形文化財としての曳山について
◎ＨＰＶvaccine接種について

サイクリング
ロード

中な
か

田だ　

正ま
さ

樹き　

議
員

質
問　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
中
心

と
し
た
観
光
戦
略
の
在
り
方
と
、

民
間
も
含
め
た
他
市
と
の
広
域

連
携
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

産
業
建
設
部
長　

バ
ス
運
行
の
積
極

的
な
ア
ピ
ー
ル
、
広
域
的
な
周

遊
観
光
ル
ー
ト
の
造
成
、
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
を
核
と
し
た
周
辺
観

光
も
各
団
体
等
と
連
携
し
て
、

誘
客
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

ホ
テ
ル
誘
致
や
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
等
の
大
会
誘
致
に
つ

い
て
の
見
解
を
問
う
。

企
画
政
策
部
長　

コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
、
ホ
テ
ル
誘
致
は
粘
り
強
く

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

産
業
建
設
部
長　

対
応
で
き
る
施
設

や
補
助
制
度
も
あ
り
、
他
と
も

連
携
し
積
極
的
に
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
等
を
誘
致
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

歯
周
疾
患
検
診
の
対
象

年
代
拡
大
と
妊
婦
歯
科
健
診
の

無
料
化
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

民
生
部
長　

歯
周
疾
患
検
診
の

拡
充
は
、
他
市
の
動
向
を
注
視

し
、
今
後
検
討
す
る
。
自
己
負

担
の
有
無
は
受
診
率
に
影
響
し

な
い
と
考
え
る
が
、
妊
婦
歯
科

健
診
は
、
少
子
化
対
策
で
も
あ

り
、
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

質
問　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

口
腔
ケ
ア
の
介
護
予
防
事
業
に

つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

民
生
部
長　

口
腔
機
能
の
維
持

向
上
は
フ
レ
イ
ル
予
防
や
認
知

機
能
の
低
下
抑
制
に
重
要
で
あ

る
の
で
、
来
年
２
月
か
ら
「
閉

じ
こ
も
り
予
防
事
業
」
に
口
腔

機
能
向
上
の
内
容
を
盛
り
込
む
。

質
問　

学
校
の
働
き
方
改
革
の

部
活
動
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

教
育
長　

本
市
で
も
活
動
方
針

を
策
定
し
、
週
２
日
以
上
の
休

養
日
の
設
定
や
37
人
の
外
部
人

材
を
派
遣
し
て
お
り
、
土
日
休

日
の
地
域
移
行
に
向
け
て
、
部

活
動
の
在
り
方
検
討
委
員
会
で

令
和
４
年
２
月
に
ま
と
め
ら
れ

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

質
問　

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿

の
13
人
」
の
義
仲
と
巴
御
前
の

出
演
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

産
業
建
設
部
長　

今
回
の
ド
ラ
マ
に

よ
り
、
義
仲
・
巴
御
前
の
魅
力

が
全
国
に
発
信
さ
れ
、
関
心
が

高
ま
り
、
今
後
へ
弾
み
が
つ
く

こ
と
を
期
待
し
、
大
河
ド
ラ
マ

誘
致
に
取
り
組
み
た
い
。

歯周病菌は低体
重出産や早産の
リスクを高める
といわれており、
妊娠中の歯科健
診受診は生まれ
てくる赤ちゃんの
ためにも大 切な
ことです。

▲

動画配信中
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◎�子育て支援（産前産後ケア、発達障害の早期発見、児童
虐待防止等）の�充実について　
◎デジタル田園都市国家構想/自治体ＤＸの推進について

質
問　

児
童
虐
待
の
相
談
件
数

の
推
移
を
問
う
。

民
生
部
長　

令
和
元
年
度
が
674

件
、
令
和
２
年
度
が
831
件
、
今

年
度
は
、
11
月
末
時
点
で
599
件

と
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

質
問　

発
達
障
害
や
そ
の
可
能

性
が
あ
る
と
さ
れ
た
児
童
生
徒

は
何
名
で
、
全
体
の
何
%
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

令
和
元
年
度

は
91
人
、
4.8
％
、
令
和
２
年
度

は
76
人
、
4.1
％
、
令
和
３
年
度

は
97
人
、
5.4
％
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

発
達
障
害
・
児
童
虐
待

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
早
期

発
見
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

民
生
部
長　

臨
床
心
理
士
、
保

健
師
、
家
庭
児
童
相
談
員
、
言

葉
の
発
達
の
相
談
を
行
う
「
こ

と
ば
の
教
室
」
担
当
者
、
発
達

に
関
す
る
相
談
を
行
う
「
こ
あ

ら
相
談
会
」
担
当
者
が
、
保
育

所
及
び
こ
ど
も
園
へ
年
24
回
程

度
巡
回
訪
問
を
行
い
、
気
に
な

る
児
童
に
つ
い
て
教
室
で
の
様

子
を
確
認
し
、
発
達
障
害
の
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
重
点
取

り
組
み
事
項
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
促
進
に
向
け
て
は
、

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
に

お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
電
子
申
請
が
本

格
稼
働
し
た
。
Ａ
Ｉ
は
、
本
年

12
月
か
ら
Ａ
Ｉ
議
事
録
作
成
支

援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
開

始
し
た
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
本
年
11

月
か
ら
軽
自
動
車
税
を
は
じ
め

と
し
た
税
収
納
と
子
供
・
子
育

て
の
事
務
に
お
い
て
、
県
内
自

治
体
で
共
同
開
発
し
た
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
仮
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

　

本
年
１
月
に
テ
レ
ワ
ー
ク
環

境
を
構
築
し
、
主
に
子
育
て
や

介
護
を
行
う
職
員
を
対
象
と
し

て
在
宅
型
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
課
の

情
報
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と

し
た
庁
内
研
修
を
実
施
し
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
っ
て

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
向
上

を
図
っ
た
。

◎消防団員の処遇改善及び消防団の再編について
◎駅周辺整備について
◎庁舎ロビーの活用について
◎高齢者の事故対策について
◎防災訓練について　

質
問　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長　

本
年
８
月
に
消
防

庁
か
ら
消
防
団
員
の
報
酬
等
の

基
準
の
見
直
し
を
検
討
す
る
よ

う
通
知
が
あ
っ
た
。
通
知
で
は
、

年
額
報
酬
は
年
額
３
万
６
千
500

円
を
標
準
額
と
し
て
各
階
級
の

報
酬
額
を
勘
案
す
る
こ
と
、
災

害
に
係
る
出
動
に
つ
い
て
は
１

日
当
た
り
８
千
円
と
し
手
当
か

ら
報
酬
に
改
め
る
こ
と
、
支
給

方
法
は
団
員
個
人
へ
の
直
接
支

給
を
徹
底
す
る
こ
と
な
ど
が
示

さ
れ
た
。
３
月
定
例
会
に
て
条

例
改
正
し
、
新
年
度
か
ら
の
実

施
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

Ａ
コ
ー
プ
お
や
べ
店
及

び
ピ
ア
ゴ
小
矢
部
店
の
存
続
に

つ
い
て
問
う
。

企
画
政
策
部
長　

Ａ
コ
ー
プ
と
Ｊ
Ａ

ラ
イ
フ
富
山
と
の
委
託
契
約
が

令
和
４
年
３
月
末
ま
で
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
期
限

ま
で
は
営
業
さ
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
ピ
ア
ゴ
小
矢
部
店
に
つ

い
て
は
、
閉
店
と
い
う
話
は
一

切
聞
い
て
い
な
い
。

質
問　

庁
舎
ロ
ビ
ー
の
活
用
法

の
一
つ
と
し
て
小
矢
部
園
芸
高

校
の
野
菜
を
販
売
で
き
な
い
か
。 　

　
　

無
人
で
の
野
菜
販
売
は
、

若
干
整
理
す
べ
き
課
題
が
あ
る

が
、
本
庁
舎
を
含
め
た
市
内
の

交
流
施
設
で
の
販
売
場
所
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
協

力
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

高
齢
者
の
事
故
対
策
と

し
て
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
を
積
極

的
に
配
付
し
て
も
ら
い
た
い
。

民
生
部
長　

高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
と
高
齢
運
転
者
保
護
意

識
の
醸
成
の
た
め
周
知
・
啓
発

に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

高
齢
者
マ
ー
ク
の
無
料
配
付
は
、

今
後
、
関
係
団
体
と
協
議
を
行

い
、
有
効
性
等
を
含
め
て
検
討

し
た
い
。

質
問　

防
災
訓
練
に
お
い
て
は

職
員
研
修
が
大
切
で
あ
る
。

総
務
部
長　

新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
職
員
を
対
象
と
し
た
防

災
訓
練
を
来
年
度
に
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
災
害
時
の
避
難

誘
導
や
避
難
所
開
設
・
運
営
等

に
つ
い
て
詳
細
か
つ
具
体
的
な

手
順
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

嶋し
ま

田だ　

幸ゆ
き

恵え　

議
員

高齢者マークを車に
貼りつけることは、70
歳以上の高齢ドライ
バーの努力義務です。

RPA とは「Robotic Process Automation」
の略で、ロボットによる業務自動化
の取り組みを表す言葉です。定例的
な業務をロボット（ソフトウェア）に
覚えさせることで、自動化し、業務
を効率化することができます。

林は
や
し　

　
　

登の
ぼ
る　

議
員

一
般
質
問

▲

動画配信中

▲

動画配信中

市
長
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一
般
質
問

出で

合あ
い　

和か
ず

仁ひ
と　

議
員

質
問　

稲
葉
山
牧
野
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
建
設
部
長　

令
和
２
年
度
の
収

支
状
況
で
は
、
収
入
は
１
億
46

万
３
千
円
、
管
理
運
営
費
と
人

件
費
を
合
わ
せ
た
支
出
は
１
億

１
千
257
万
５
千
円
で
、
差
し
引

き
１
千
211
万
２
千
円
が
一
般
財

源
負
担
で
あ
る
。
経
営
の
安
定

化
を
図
る
た
め
、
飼
養
頭
数
の

増
加
と
肉
用
牛
の
肉
質
等
級
維

持
等
に
よ
る
効
率
化
や
支
出
の

圧
縮
で
収
益
を
確
保
し
、
事
業

の
自
立
を
目
指
す
。

質
問　

稲
葉
山
中
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
規
模
拡
大
よ
り

観
光
牧
場
を
目
指
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

今
後
、
第
７
次
総

合
計
画
に
基
づ
き
令
和
５
年
度

ま
で
に
施
設
の
整
備
及
び
集
約

の
財
源
、
施
設
の
規
模
、
実
施

年
次
に
つ
い
て
精
査
検
討
し
て

い
く
。

質
問　

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
見
解

に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長　

国
は
昨
年
12
月
に

基
本
方
針
を
決
定
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
市
民

の
利
便
性
の
向
上
、
Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
な
ど
の
導
入
に
よ
り
業
務

の
効
率
化
を
図
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
の
促
進
策
に
つ
い
て
問
う
。

民
生
部
長　

本
市
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
、
約

38
％
で
全
国
及
び
県
の
交
付
率

を
下
回
っ
て
い
る
。
啓
発
活
動

と
し
て
３
千
円
分
の
商
品
券
進

呈
事
業
、
窓
口
開
設
時
間
の
延

長
、
日
曜
日
や
津
沢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
の
窓
口
開
設
等

に
加
え
、
農
業
祭
な
ど
で
の
出

張
申
請
受
付
等
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
組
織
人
員
体
制
も

拡
充
し
た
。
今
後
の
予
定
と
し

て
県
や
他
市
と
共
同
し
た
出
張

申
請
受
付
を
企
画
し
て
い
る
。

質
問　

石
動
駅
北
口
の
基
本
構

想
策
定
へ
の
考
え
を
問
う
。

企
画
政
策
部
長　

駅
北
地
区
に
ど
の

よ
う
な
施
設
が
必
要
と
さ
れ
、

誘
致
す
べ
き
な
の
か
、
市
民
ニ

ー
ズ
を
適
切
に
捉
え
な
が
ら
、

市
が
主
体
と
な
り
責
任
を
も
っ

て
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
。

◎稲葉山の牧野経営と中長期ビジョンについて
◎デジタル化とマイナンバーカードの普及促進について
◎石動駅の賑わいと課題について

石動駅北口

加か

藤と
う　

幸ゆ
き

雄お　

議
員

質
問　

定
住
施
策
の
新
た
な
取

り
組
み
「
山
手
線
つ
り
革
広
告

事
業
」
の
成
果
を
問
う
。

企
画
政
策
部
長　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
閲
覧
数
は
961
件
で
、
事
業
実

施
前
と
比
べ
、
１
月
あ
た
り
36

％
増
加
し
た
。
う
ち
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
の
閲
覧
数
は
280
件
で
全

体
の
約
29
％
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
お
試
し

事
業
」
に
３
件
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
う
ち
１
件
は
す
で
に

申
請
を
も
ら
っ
た
。
こ
の
事
業

は
本
市
の
知
名
度
向
上
も
目
的

と
し
て
お
り
、
定
住
増
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

定
住
促
進
対
策
事
業
を

変
更
し
た
理
由
を
問
う
。

企
画
政
策
部
長　

限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
長
期
移
住
に
期
待
で
き

る
効
果
あ
る
施
策
に
的
を
絞
り
、

転
入
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
も

の
は
廃
止
し
、
新
婚
に
特
化
し

た
制
度
へ
変
更
し
た
。

質
問　

財
政
難
の
中
で
も
、
投

資
的
施
策
へ
必
要
経
費
を
投
じ

る
こ
と
へ
の
見
解
を
企
画
、
財

政
の
面
か
ら
問
う
。

企
画
政
策
部
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
活

用
を
含
め
、
市
民
か
否
か
を
問

わ
ず
、
幅
広
い
世
代
に
魅
力
的

な
情
報
を
発
信
し
て
、
多
く
の

小
矢
部
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
、
関

係
人
口
の
増
加
を
図
り
た
い
。

総
務
部
長　

人
口
減
少
は
市
税

収
入
や
地
方
交
付
税
額
に
影
響

が
あ
る
の
で
、
定
住
促
進
施
策

等
の
人
口
減
少
対
策
は
重
要
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
事
業
内

容
を
検
証
し
、
メ
リ
ハ
リ
あ
る

予
算
編
成
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

愛
媛
県
西
条
市
の
よ
う

な
わ
か
り
や
す
い
移
住
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
と
各
課
が
連
携
し
た

施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　

サ
イ
ト
の
再
点
検

と
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に

努
め
、
西
条
市
な
ど
他
市
の
取

り
組
み
を
参
考
に
、
定
住
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

本
市
の
S
D
G
s
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

副
市
長　

第
２
期
お
や
べ
ル
ネ

サ
ン
ス
計
画
と
関
連
づ
け
、
目

標
を
し
っ
か
り
意
識
し
な
が
ら

取
り
組
み
、
今
後
も
関
係
団
体

と
連
携
し
、
そ
の
推
進
に
結
び

つ
く
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い
。

◎定住支援施策について
◎ＳＤＧｓと地方創生への取り組みについて

山手線つり革
広告事業

▲

動画配信中

▲

動画配信中
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◎高校生通学状況について
◎屋敷林処理について

質
問　

石
動
高
校
の
生
徒
と
の

意
見
交
換
会
で
、
通
学
路
の
市

道
上
野
高
等
学
校
線
の
上
り
坂

を
拡
げ
て
ほ
し
い
と
意
見
が
あ

っ
た
。
学
生
時
代
に
利
用
さ
れ

て
い
た
市
長
の
考
え
を
問
う
。

市
長　

通
学
に
係
る
危
険
性
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
県
道
改
良
に
あ
わ
せ
て
一
部

交
差
点
を
改
良
し
た
。
全
線
の

拡
幅
は
地
元
か
ら
も
要
望
さ
れ

て
い
る
が
、
住
宅
が
密
集
し
て

い
る
こ
と
か
ら
現
状
で
の
早
期

整
備
着
手
は
困
難
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
本
路
線

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問　

市
内
３
校
の
高
校
生
の

７
割
が
市
外
出
身
者
で
大
き
な

交
流
・
関
係
人
口
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
、
高
校
生
か
ら
は

「
恋
人
が
集
う
ス
ポ
ッ
ト
が
少

な
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、

駅
周
辺
に
喫
茶
店
や
フ
ー
ド
コ

ー
ト
等
を
設
置
で
き
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　

富
山
大
学
の
分
析

で
は
、
寄
り
道
の
頻
度
が
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
地
域
へ
の
愛
着

が
高
く
な
る
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、
ま
ず
は
ア
ル
ビ
ス
に
対
し

て
、
店
舗
内
に
落
ち
着
い
て
寛

げ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
も
ら

う
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

質
問　

今
年
度
購
入
し
た
２
台

の
剪
定
枝
処
理
機
の
利
用
状
況

と
利
用
者
の
声
を
問
う
。

民
生
部
長　

11
月
末
ま
で
に
延

べ
30
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。
約

1.7
ト
ン
が
チ
ッ
プ
化
さ
れ
、
雑

草
の
防
止
材
や
堆
肥
の
原
材
料

と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

多
く
の
利
用
者
か
ら
は
「
使
い

や
す
い
、
ま
た
利
用
し
た
い
」

と
の
感
想
が
８
件
あ
っ
た
一
方

で
、
現
行
能
力
よ
り
太
い
枝
を

処
理
で
き
る
機
械
や
破
砕
力
の

高
い
機
械
導
入
を
希
望
す
る
意

見
が
17
件
も
あ
り
、
現
在
、
能

力
向
上
に
向
け
た
対
策
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

質
問　

剪
定
枝
処
理
に
つ
い
て

今
後
の
対
応
を
問
う
。

市
長　

高
岡
市
や
氷
見
市
と
構

成
す
る
ご
み
処
理
業
務
を
行
う

組
合
で
も
共
通
の
課
題
と
認
識

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

こ
の
枠
組
み
や
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
し
た
広
域
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

◎原油高の影響について
◎太陽光発電について
◎図書館運営について

質
問　

生
活
弱
者
世
帯
限
定
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す

る
と
い
う
支
援
は
で
き
な
い
か
。

民
生
部
長　

国
の
経
済
対
策
と

し
て
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
の
支

給
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
は
生
活
弱
者
世

帯
限
定
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
を
含
め
た
本
市
独
自
の
生

活
支
援
策
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
適
切
な
対
策
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

農
業
版
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

産
業
建
設
部
長　

農
業
版
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
は
じ
め
と
す
る
農

業
者
へ
の
緊
急
的
な
支
援
や
融

資
は
、
引
き
続
き
国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
、
情
報
収
集
に
努

め
、
本
市
独
自
の
対
策
実
施
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
農
業
生

産
全
般
に
対
す
る
支
援
と
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
内
の
太
陽
光
発
電
の

設
置
状
況
及
び
普
及
率
を
問
う
。

民
生
部
長　

個
人
宅
及
び
個
人

以
外
の
営
業
用
太
陽
光
発
電
の

設
置
状
況
と
普
及
率
を
市
で
把

握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

経
済
産
業
省
が
公
表
す
る
市
町

村
別
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
認
定
さ

れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
導
入
件
数
及
び
導
入
容
量

は
、
令
和
３
年
６
月
末
現
在
、

太
陽
光
発
電
設
備
は
665
件
、
導

入
容
量
は
２
万
５
千
184
キ
ロ
ワ

ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

図
書
館
の
利
用
促
進
の

た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

子
供
の
う
ち
か
ら
読

書
に
親
し
む
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
、
将
来
に
わ
た
る
読
書
活

動
の
支
え
に
な
る
と
考
え
て
お

り
、
子
供
た
ち
が
自
主
的
に
読

書
活
動
を
行
え
る
よ
う
「
園
児

の
招
待
事
業
」
や
「
小
学
校
１

年
生
の
図
書
館
探
検
隊
事
業
」

は
、
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
読
書
を
通
じ
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

よ
り
幅
広
い
方
々
に
図
書
館
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

石い
し

田だ 　
義よ

し

弘ひ
ろ　

議
員

剪定枝処理機

山や
ま

室む
ろ　

秀ひ
で

隆た
か　

議
員

一
般
質
問

図書館探検隊事業
の様子

▲

動画配信中

▲

動画配信中
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一
般
質
問

質
問　

石
動
高
校
の
通
学
路
が

暗
い
問
題
で
関
連
質
問
す
る
。

高
校
生
と
市
議
会
議
員
と
の
話

し
合
い
の
場
で
出
た
要
望
で
あ

る
。
し
か
も
、
通
学
路
街
灯
電

気
料
を
市
が
負
担
す
る
ル
ー
ル

を
つ
く
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
に
答
え
る
こ
と
で
高
校
生
も

「
政
治
に
訴
え
れ
ば
政
治
は
変

わ
る
」
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

そ
の
思
い
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
庁
内
で
協
議
し
た
い
。

質
問　

水
道
料
金
の
基
本
水
量

10
㎥
を
見
直
し
て
も
ら
い
た
い
。

10
㎥
も
使
用
し
な
い
加
入
者
が

３
割
も
い
て
、
月
平
均
使
用
量

は
4.8
㎥
で
あ
る
。
氷
見
市
の
よ

う
に
基
本
水
量
を
８
㎥
に
す
る

に
は
約
１
千
100
万
円
、
平
均
水

量
を
５
㎥
に
す
る
に
は
約
２
千

900
万
円
が
必
要
だ
と
い
う
が
、

県
水
受
水
費
の
負
担
を
減
ら
し

て
対
応
で
き
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

県
水
受
水
費
の
縮

減
に
向
け
て
は
受
水
団
体
４
市

と
協
調
し
な
が
ら
協
議
し
て
い

く
が
、
基
本
水
量
の
引
き
下
げ

は
経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
の
で
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

か
つ
て
欧
州
で
進
め
ら

れ
た
水
道
の
民
営
化
で
は
、
民

間
企
業
が
莫
大
な
利
益
を
上
げ

る
一
方
、
水
質
の
悪
化
、
水
道

料
金
の
４
倍
化
な
ど
惨
た
ん
た

る
状
態
で
、
再
公
営
化
が
進
ん

で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
国

際
的
な
水
メ
ジ
ャ
ー
企
業
が
日

本
を
狙
っ
て
い
る
。
こ
の
危
険

に
乗
ら
な
い
こ
と
が
大
事
だ
。

産
業
建
設
部
長　

現
状
に
お
い
て
民

営
化
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後

の
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

質
問　

加
齢
性
難
聴
者
に
補
聴

器
助
成
を
求
め
る
。

民
生
部
長　

ま
ず
は
国
・
県
の

制
度
創
設
を
優
先
に
考
え
、
要

望
を
検
討
す
る
。
独
自
実
施
に

向
け
て
も
調
査
研
究
し
た
い
。

質
問　
「
生
理
の
貧
困
」に
対
応

し
て
女
子
ト
イ
レ
や
多
機
能
ト

イ
レ
に
無
償
で
使
え
る
生
理
用

品
を
配
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長　

小
中
学
校
や
公
共
施
設

の
ト
イ
レ
へ
の
配
備
の
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
実
施
に
向

け
て
検
討
に
入
っ
て
い
く
。

◎上水道料金の値下げについて
◎こども医療費の窓口無料化を県外にも拡大を
◎�コロナ対策で、県によるＰＣＲ検査無料化を活用して大
規模検査の実施を求める　
◎高齢難聴者への補聴器補助を
◎生理用品の無償配置を

砂す
な

田た　

喜よ
し

昭あ
き　

議
員

加齢性難聴は、60歳
代後半では3人に1人、
75歳 以 上で は7割 以
上の方が難聴になる
と言われています。

▲

動画配信中

　

定
例
会
の
会
期
中
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
市
当
局
に
対
し
、

次
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
す
る
な
ど
利
便
性
の
向
上

を
図
り
、
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
取
り
組
む

こ
と
。
ま
た
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置

先
、
配
置
枚
数
の
減
り
具
合
を
把
握
す
る
な

ど
効
果
を
検
証
し
、
観
光
推
進
に
努
め
る
こ

と
。

　

第
二
に
、
市
内
に
は
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
等
の

文
化
教
育
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
年
々
維
持

管
理
費
の
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

文
化
施
設
の
目
的
に
沿
っ
て
、
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
適
切
な
維
持
管
理
に
よ
り
運
営
に
努

め
る
こ
と
。

　

第
三
に
、
庁
舎
整
備
基
金
に
つ
い
て
は
、

各
種
基
金
を
ま
と
め
整
理
す
る
な
ど
し
て
、

計
画
的
に
積
み
立
て
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

　

第
四
に
、
誕
生
、
結
婚
お
祝
い
事
業
に
つ

い
て
は
、
小
矢
部
市
へ
の
郷
土
愛
が
さ
ら
に

増
す
よ
う
な
も
の
を
吟
味
す
る
な
ど
、
受
け

取
っ
た
方
に
喜
ば
れ
る
事
業
と
な
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。

　

一
点
目
は
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
交
通

委

員

会

報

告

決
算
特
別
委
員
会

の
利
便
性
な
ど
本
市
の
強
み
を
活
か
し
た
物

流
施
設
の
誘
致
を
含
め
て
、
企
業
立
地
助
成

制
度
並
び
に
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
活
用
し

な
が
ら
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
よ
り

一
層
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

二
点
目
は
、
石
動
駅
周
辺
駐
車
場
に
つ
い

て
、
利
用
者
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
や
環

境
負
荷
の
低
減
を
図
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
の
推
進
を
含
め
て
、
利
活
用
を
検
討
す
る

こ
と
。

　

三
点
目
は
、
道
路
除
雪
に
つ
い
て
、
昨
年

の
大
雪
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
国
・
県
等
と
も

連
携
し
、
万
全
の
体
制
で
除
雪
に
取
り
組
み
、

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
。

　

一
点
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
三
回
目
接
種
に
つ
い
て
、
希
望
す
る

市
民
す
べ
て
が
接
種
で
き
る
よ
う
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
万
全
を
期
す
る

こ
と
。

　

二
点
目
は
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
、
市
内
の
県
立
高
校
を
含
め
た
関

係
団
体
と
慎
重
に
協
議
す
る
こ
と
。
ま
た
、

生
徒
の
部
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
確
保
と
教

職
員
の
働
き
方
改
革
の
双
方
が
実
現
で
き
る

よ
う
に
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
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議会報告会　〜withコロナ時代を迎えて〜　を開催しました。
　11月26日に市内４会場で「議会報告会〜 withコロナ時代を迎えて〜」を開催しました。
　市民交流プラザでは19人、総合保健福祉センターでは14人、津沢コミュニティプラザでは19人、東蟹
谷公民館では43人、計95人の市民の皆様にご参加いただきました。ご多用のところご来場いただきまし
た皆様方には心から御礼申し上げます。
　議会報告会は、議会活動に関する情報を市民の皆様に積極的に公開するとともに、市民の皆様の意見
を議会活動に反映させるため行っているものです。
　議会報告会では、議員から「９月定例会の補正予算の概要」と「新型コロナウイルス感染症緊急対策
に係る補正予算の概要・歳入歳出の状況について」を報告したのち、「コロナ対策」について、参加され
た市民の方々と意見交換を行いました。

「市民交流プラザ」 「東蟹谷公民館」

意　見 　 ３回目のワクチンについても、効率よくスムーズにいくように議会として市当局をどうチェックし
ていくのでしょうか。これまでの反省を踏まえてやっていくよう検討いただきたい。

回　答 　 ワクチン接種に関しては、小矢部市は市長をはじめ職員が力を合わせて、本当によくがんばって
もらった。議会としてチェックするのは予算的なことであり、コロナに関する臨時会を昨年から
何度も行い、その臨時会において議論をしてしっかり精査しています。もちろん、改善すべきと
ころは改善するということで、市当局と議会としても話はしています。

意　見 　 コロナ前は議会では地方創生や企業立地などを中心に議論されていましたが、コロナが落ち着
いたらこう進めていこうとか、議会ではどういったことを検討されていますか。

回　答 　 今はコロナだからと、小中学校の統廃合問題などコロナ前からの問題を議論していないというこ
とは決してありません。市の財政等を鑑み、中長期的な取り組みについて市当局と議会が切磋
琢磨して現在も話をしているところです。結論が出るのに、まだ時間がかかると思いますが、市
民の生活向上を図る目的を持って、議会としての立場を明確にしていきたいと思います。

意　見 　 農業関係でコロナ対策の補助金を出すという話がありましたが、どのように情報を発信された
のでしょうか。また、農業だけでなく、商業、工業も含めて情報発信をお願いいたします。

回　答 　 誰かが情報をキャッチして流せる体制を作っていかなければならないと思っています。議員も当
局や関係機関に「情報はないか」と問い合わせるなど、小矢部市の基幹産業なので、しっかりやっ
ていきたいと思います。

主なご意見・ご提言・ご質問

　上記のほか、その他意見として、「ＧＩＧＡスクール」や「健全化判断比率」、「議会改革」等について
貴重なご意見をいただきました。また、当日回収したアンケートにおいても、数多くのご意見をいただ
きました。
　今回いただきましたご意見は、今後の議会活動に取り入れていきたいと考えています。引き続き、皆
様方との交流を通じて、議会の機能をさらに高めてまいりますので、ご理解とご支援をよろしくお願い
いたします。
※当日の資料や報告書、回収したアンケートの集計結果は、小矢部市議会のホームページに掲載しています。
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■�会務報告　� 令和 3年 9月 18 日から令和 3年 12 月 2 日まで

年月日 件　　　　名 摘　　　　要 開催地

3.10. 5 議会だより編集委員会 ・議会だよりNo.203について 第二委員会室

議会運営委員会 ・議会報告会について

10.11 高岡地区広域圏事務組合議会定例会 ・監査委員の選任同意及び令和２年度決算認定について 氷見市

10.13
14
15

決算特別委員会 ・付託議案審査
　議案第38号及び認定第１号から認定第７号まで

第一委員会室

10.20 全員協議会 ・令和３年度市民満足度調査の結果について他１件報告 第一委員会室

議会だより編集委員会 ・議会だよりNo.203について 第二委員会室

11. 2 地域活性化特別委員会 ・空き家バンク活用促進事業について他２件報告 第一委員会室

民生文教常任委員会 ・議会事務事業評価について

11. 8 公共施設再編特別委員会 ・普通財産の状況について他１件報告 第一委員会室

総務産業建設常任委員会 ・令和３年度除雪計画について他１件報告
・議会事務事業評価について

11. 9 沼田町議会と小矢部市議会との
オンライン交流会

・議員報酬及び定数について
・議会モニター制度について

第一委員会室

活
　
動
　
報
　
告

録
画
映
像
配
信
の
お
知
ら
せ

小
矢
部
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
定
例
会
や
臨
時
会

の
本
会
議
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本
会

議
の
録
画
映
像
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

小
矢
部
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
議

会
中
継
（
本
会
議
録
画
映
像
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
）」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
沼
田
町
議
会
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

　

11
月
９
日
に
北
海
道
の
沼
田
町
議
会
と
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流

会
を
開
催
し
ま

し
た
。
沼
田
町

議
会
か
ら
は
議

会
モ
ニ
タ
ー
制

度
に
つ
い
て
、

小
矢
部
市
議
会

か
ら
は
議
員
報

酬
及
び
定
数
に

つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
説
明
を
行

い
、
意
見
交
換

を
実
施
し
ま
し

た
。

●
石
動
高
校
の
生
徒
と
の
意
見
交
換
会

　

11
月
10
日
に
石
動
高
校
の
生
徒
と
市
議
会

議
員
と
の
意

見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
10
年
後
の
小

矢
部
市
が
ど
ん

な
ま
ち
だ
っ
た

ら
い
い
か
」
を

テ
ー
マ
に
生
徒

と
市
議
会
議
員

が
４
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
協
議
会
中
間
報
告

今
ま
で
の
協
議
結
果
を
ま
と
め
た
「
小
矢

部
市
議
会
改
革
中
間
報
告
書
」
を
12
月
17
日

に
吉
田
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。
中
間
報
告

書
の
内
容
は
、

小
矢
部
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終

報
告
書
は
令

和
４
年
３
月

定
例
会
に
て

協
議
し
、
議

長
へ
提
出
す

る
予
定
で
す
。
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令
和
3
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
い
ま
だ
終
息
の

兆
し
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
対
応
に
明
け

暮
れ
た
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に

本
市
出
身
の
山
下
学
選
手
・
村
田
和
麻

選
手
等
の
活
躍
に
多
く
の
感
動
と
勇
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
議
会
で
は
こ
れ
ま
で
若
年
層

の
意
見
を
聞
く
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
石
動
高
校
の
生
徒
と
「
10
年

後
の
小
矢
部
市
が
ど
ん
な
ま
ち
だ
っ
た

ら
い
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
若
者
ら
し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
意
見
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
4
会
場
で
議
会
報
告
会

を
開
催
し
、
貴
重
な
意
見
を
多
く
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
と
し
て
は
、
い

た
だ
い
た
意
見
を
少
し
で
も
実
現
で
き

る
よ
う
に
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員�

山
室
記
）

　
次
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
令
和

４
年
５
月
の
予
定
で
す
。

3
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

4
日（
金
）10
時	

本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

　
　

	

全
員
協
議
会

7
日（
月
）　　

	

議
案
調
査
日

8
日（
火
）　　

	

議
案
調
査
日

9
日（
水
）　　

	

議
案
調
査
日

10
日（
木
）９
時	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

10
時	

本
会
議（
代
表
･
一
般
質
問
）

11
日（
金
）10
時	

本
会
議（
一
般
質
問
）

14
日（
月
）10
時	

予
算
特
別
委
員
会

15
日（
火
）10
時	

予
算
特
別
委
員
会

16
日（
水
）10
時	

予
算
特
別
委
員
会

17
日（
木
）10
時	

地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　

14
時	

民
生
文
教
常
任
委
員
会

18
日（
金
）10
時	

公
共
施
設
再
編
特
別
委
員
会

　
　
　
　

14
時	

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

22
日（
火
）10
時
議
会
改
革
協
議
会

23
日（
水
）

議
案
調
査
日

24
日（
木
）10
時	

議
会
運
営
委
員
会

　
　

	

委
員
長
会
議

　
　
　
　

13
時	

全
員
協
議
会

　
　
　
　

15
時	

本
会
議（
質
疑
･
討
論
･
表
決
）

※
青
色
の
文
字
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送
予
定
で
す
。

　（
予
算
特
別
委
員
会
は
翌
週
に
再
放
送
予
定
）

　
本
会
議
の
録
画
映
像
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
配
信
を
行
う
予
定
で
す
。

※
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�市外からの行政視察
小矢部市議会では、全国各地の議会関係者の行政視察を受け入れています。

（令和 3年 9月 18 日から令和 3年 12 月 2 日まで）

年 月 日 視察来庁市町村議会
（委員会・会派）

人員（人）
視 察 内 容

議員 随行

3.11.11
富山市議会（タブレット
端末等導入検討会）

4 2
・タブレット端末及びペーパーレスシステムを使用した議会運営等に

ついて

年月日 件　　　　名 摘　　　　要 開催地

3.11.10 石動高校の生徒と小矢部市議会議員
との意見交換会

・「10年後の小矢部市がどんなまちだったらいいか」について 石動高等学校

11.17 議会運営委員会 ・11月臨時会提出議案等について 第二委員会室

11.18 全国市議会議長会 社会文教委員会 ・要望書（案）及び要望活動について 東京都

11.24 全員協議会 ・11月臨時会提出議案等について
・議会事務事業評価報告

第一委員会室

議会運営委員会 ・ 11月臨時会議案第40号及び議案第41号の発言通告及び採
決方法について審議

第二委員会室

本会議 ・11月臨時会議案第40号及び議案第41号について議決 議場

11.26 議会運営委員会 ・12月定例会提出議案等について 第二委員会室

■�会務報告（つづき）


